
掲載している活用事例は、執筆者の個人
的見解に基づいてお書きいただいており、
参考としてご紹介しているものです。
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特集●アセスメント・ツール事例集  ─効果的なキャリア支援のために─

～VRTを二度実施して、就職に結びつけた例～

～学習障害を診断された事例から～

3

6

１６

１０

8

２１

１２

１４

１５

　キャリア教育、キャリア形成支援のためにアセスメント・ツールを導入・実施しても、「検査の結果は、コンピュータ判定の結

果票を返却して終わり」というケースがしばしば見受けられます。しかし、全く同じプロフィール（検査の結果をグラフで表した

もの）でも、そのプロフィールの背景にある、今までの経験や価値観などは一人ひとり異なっているものです。基本を押さえなが

ら、個人の将来の目標・希望に合わせて、結果を個別に解釈し、適切にフィードバックすることが重要です。

　本号では、本誌バックナンバー等からの再掲載を含め、主に検査結果を個別の被検者に活かしたキャリア・カウンセリング事例

を集めました。また、プロフィールの背景を深く理解するための一助として「社会人に受けていただきました」コーナーを再掲載

するとともに、キャリア支援プログラムを考える際のヒントとして「プログラム事例」について新たにご寄稿いただきました。

　ツールを有効活用される際に、参考にしていただければ幸いです。

　今回取り上げたアセスメント・ツールについての詳細は、下記の本誌バックナンバーをご参照ください。
　職業レディネス・テスト（VRT）：2011年夏季号
　厚生労働省編一般職業適性検査（GATB）：2012年夏季号
　　＊ホームページから本文記事のPDFファイルもご覧いただけます。
　　　http://www.koyoerc.or.jp/occupational_research/backnumber.html
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●表紙写真
VRTを使ってキャリア支援
（写真提供：学校法人 文化学院）

■VRT

■VRT

■GATB

職業レディネス・テストから始まった就職活動

大学生と職業興味　～職業レディネス・テスト（VRT）を活用した実践事例～

職場適応支援におけるGATBの活用と課題

　VRT
　GATB

社会人を対象とした職業レディネス・テスト活用のカウンセリング事例

講座から個人面談へ　職業レディネス・テストの連続的活用

労働省編一般職業適性検査を使ったキャリアガイダンス


